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電
Ｆ
ｍ
年

人
・
モ
ノ
・
情
報
・
思
い
の
交
流

新
た
な
フ
ァ
ン
づ
く
り
へ

都
市
農
村
交
流
の
促
進
に
よ
り
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

「Ｊ
Ａ
都
市
農
村
交
流
全
国
協
議

会
」
が
２２
年
３
月
に
設
立
さ
れ
て
３

年。
昨
年
の
第
２６
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会

で
は
、
Ｊ
Ａ
支
店
を
拠
点
と
し
た
Ｊ

Ａ
地
域
く
ら
し
戦
略
の
展
開
と
あ
わ

せ、「
Ｊ
Ａ
交
流
事
業
」
が
決
議
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
都

市
農
村
交
流
は
新
た
な
展
開
局
面
に

入
っ
て
い
る
。
同
協
議
会
の
こ
れ
ま

で
と
こ
れ
か
ら
を
、
林
茂
毒
会
長
に

聞
い
た
。

［関
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記
事
２
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蓋
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議
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．

　

濯

　　

ぎ
も

　

＝

　　

．１
ー

年
半
を
経
過
し
１
２
３
団

体
（２５
年
９
月
末
現
在
）

と
な
っ
た
。
内
訳
は
、
Ｊ

Ａ
７２、
都
道
府
県
中
央
会

・
連
合
会
３５
、
全
国
機
関
・

関
連
会
社
１３、
学
校
教
育

機
関
３
と
な
っ
て
い
る
。

な
交
流
が
生
ま
れ
て
い

る
。有

事
に
備
え
た
平
時
に

お
け
る
交
流
へ
の
考
え
方

も
、
こ
の
中
か
ら
起
こ
っ

て
き
た
。

同
年
１１
月
に
東
西
で
開

催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
ト
ッ
プ
フ

オ
ー
ラ
ム
で
は
、
当
協
議

会
の
会
員
で
あ
る
Ｊ
Ａ
い

わ
て
花
巻
・
Ｊ
Ａ
紀
の
里

の
組
合
長
・
専
務
が
参
加

し
、
災
害
時
に
お
け
る
Ｊ

Ａ
本
支
所
間、
Ｊ
Ａ
間
の

相
互
支
援
・
連
携
に
繋
が

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
つ
い
て、
実
践
に
基
づ

き
提
起
し
た
。
こ
の
提
起

が
元
に
な
り
、
有
事
に
備

え
た
地
域
づ
く
り
へ、
平

時
に
お
け
る
相
互
の

「人Ｌ「モ
ノ」「情
報」
そ

し
て
「思
い
」
の
交
流
を

す
す
め
て
い
く
こ
と
、
Ｊ

Ａ
に
と
っ
て
多
様
な
「小

さ
な
事
業
」、
組
合
員
同

士
、
Ｊ
Ａ
間
、
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
間
で

「小
さ
な
協
同
」
を
す
す

め
て
い
く
大
切
さ
が
改
め

て
認
識
さ
れ
、
第
２６
回
Ｊ

Ａ
全
国
大
会
決
議
「Ｊ
Ａ

交
流
事
業」
の
実
践
へ
と

結
び
付
い
た
。

こ
の
間、
当
協
議
会
で

は
、
東
西
で
の
情
報
・
意

見
交
換
集
会
や
現
地
研
修

会、
基
礎
研
修
会
、
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
研
修
会
等
を
定

期
的
に
開
催
し
て
き
た
ほ

か
、
地
域
内
・
地
域
間
連

携
の
現
状
を
調
査
し
「受

入
編」「送
出
編」
の
事
例

集
を
ま
と
め
た
。

２３
年
に

作
成
し
た
Ｊ
Ａ
交
流
事
業

実
践
要
領
集
「都
市
農
村

交
流
が
結
ぶ
新
た
な
粋」、

体
験
農
園
等
の
運
営
事
例

・
要
領
集
「農
業
体
験
が

生
む
新
た
な
交
流」
で

も、
積
極
的
に
事
例
を
紹

介
し
取
り
組
み
の
促
進
を

図
っ
て
い
る
。

　

０
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で
皆
瓢
靴碑

も
矧輸
緯
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妹
提
携
を
し
て
い
た

Ｊ
Ａ
か
ら
物
心
両
面
で
の

支
援
を
受
け、
Ｊ
Ａ
間
交

流
の
意
義
を
改
め
て
実
感

し
た
と
い
う
。
Ｊ
Ａ
紀
の

里
で
は
、
い
わ
て
花
巻
と

の
交
流
が
縁
で
設
立
し
た

直
売
所
を
核
に、
県
外
か

ら
の
ツ
ア
ー
も
受
け
入

れ
、
今
年
か
ら
は
す
ぐ
近

く
に
「ふ
れ
あ
い
農
園」

も
開
設
し
た
。
Ｊ
Ａ
菊
池

で
は
、
「
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー

ル」
か
ら、
保
護
者
や
卒

業
生
も
巻
き
込
ん
だ
地
域

密
着
型
の
事
業
展
開
を
目

指
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
先
進
的
な
取

り
組
み
も
参
考
に
、
地
域

特
性
に
応
じ
た
多
様
な
交

流
事
業
に
取
り
組
む
契
機

づ
く
り
を
、
お
手
伝
い
し

て
い
き
た
い
。

都
市
農
村
交
流
が、
ふ

る
さ
と
の
な
い
子
ど
も
た

ち
の
ふ
る
さ
と
を
つ
く

り
、
農
業
や
Ｊ
Ａ
ヘ
フ
ァ

ン
を
増
や
し、
農
業
後
継

者
の
〃
婚
活
″
の
機
会
創

出
に
も
な
っ
て
、
地
域
が

活
性
化
し
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

は
、
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
活
用
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
こ
の
１０
月
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

運
営
会
社
と
連
携
し
て

「
食
と
農
の
交
流
サ
イ
ト

＝
Ｊ
Ｏ
工
Ｎ
ｔ
ｌ
ｙ

　

Ｇ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ」
を
立
ち
上

げ
、
新
た
な
Ｊ
Ａ
・
農
業

フ
ァ
ン
づ
く
り
の
た
め
の

情
報
発
信
・
集
約
を
行
っ

て
い
る。
会
員
Ｊ
Ａ
を
中

心
に、
農
業
体
験
の
催
し

や
直
売
所
の
新
着
情
報、

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
観
光
農

園
等
の
案
内
な
ど
を
登
録

・
掲
載
。
顧
客
デ
ー
夕
べ

ー
ス
を
活
用
し
た
集
客
分

析
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
配

信
に
も
活
用
で
き
る
。

２５

年
度
は
試
行
的
に
実
施

し、
課
題
や
活
用
方
法
を

整
理
し
、

２６
年
度
か
ら
本

格
実
施
し
て
い
く
。

当
協
議
会
の
会
員
は、

震
災
等
も
あ
っ
て
一
挙
に

増
大
す
る
に
は
至
っ
て
い

な
い
が
、
今
年
度
か
ら

は、
よ
り
一
層
の
情
報
発

信
・
会
員
相
互
交
流
を
進

め
、
共
に
活
動
す
る
仲
間

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

今
年
度
１
５
０
会
員
、

２６

年
度
１
７
５
会
員
、

２７
年

度
に
は
２
０
０
会
員
を
目

標
に
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し、
地
域
の

活
性
化、
農
業
・
Ｊ
Ａ
フ

ァ
ン
づ
く
り
へ
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。

農

　

送
り
手
．
受
け
手
Ｊ
Ａ
の
連
携
促
進
へ

　　

Ａ
だ
都
道
府
県
中
央
会

　　

Ｊ
Ａ
都
市
農
村
交
流
全

　　

平
成
２２
年
４
月
１
日
に

　

・
連
合
会
３５
、
全
国
機
関
・

　　

国
協
議
会
は
、
Ｊ
Ａ
が
実

　

運
営
委
員
会
が
設
立
さ

関
連
会
社
１３、
学
校
教
育

本
ナ
施
す
る
都
市
農
村
交
流
を

　

れ
、
初
年
度
は
２０
団
体
程

　

機
関
３
と
な
っ
て
い
る
。

　　

円
滑
に
推
進
す
る
た
め
、

　

度
で
あ
っ
た
会
員
は
、
３

　
　
　
　
　
　
　

　

　　　　　
　
　
　
　
　

　

側
の
都
市
部
Ｊ
Ａ
の
役
劉

　　

有
事
に
備
え
た
地
域
づ
く
り
も
視
野
に

　

を
明
確
に
し
な
が
ら、
送

　　

り
手
・
受
け
手
の
連
携
を

　　

都
市
と
農
村
の
交
流

　

た
、
設
立
初
年
度
の
２３
年

　　

促
進
す
る
た
め、
情
報
収

　

は、
都
市
部
と
農
村
部
の

３
月
１１
日、
東
日
本
大
震

　　

集
・
提
供、
調
査
研
究
、

　

ニ
ー
ズ
が
反
映
さ
れ
た
地

　

災
が
発
生
。
Ｊ
Ａ
内
外
、

升
研
修
会
．
セ
ミ
ナ
ー
の
開

　

域
活
性
化
の
方
策
と
し
て

　

都
市
と
農
村、
地
域
と
地

獄
催、
Ｊ
Ａ
の
体
制
整
備
や

　

広
く
浸
透
し
て
き
た
が・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

域
の
内
外
で
相
互
の
助
け

班
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
の
支

　

近
年
で
は
、
Ｊ
Ａ
食
農
教

合
い
活
動
が
展
開
さ
れ

援
に
関
す
る
調
整
や
活
動

　

育
、
地
産
地
消、
６
次
産

　

た
。
震
災
後
の
復
旧
・
復

１５

支
援
な
ど
を
お
こ
な
っ
て

　

業
化
、
さ
ら
に
は
起
業
へ

　

興
と
し
て
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

５

い
る
。

　　　　　　　　

と
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま

　

プ
支
援
隊
」
に
よ
る
新
た

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鱈
艶
略
熔
Ｊ
Ａ
交
流
事
業
と
連
動

－
第
２６
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会

で
は
、
「
Ｊ
Ａ
地
域
く
ら
し

戦
略」
の
実
践
に
向
け
た

「食」
と
「
農」
を
基
軸

と
し
た
人
・
モ
ノ
・
情
報

の
幅
広
い
「
Ｊ
Ａ
交
流
事

業
」
を
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
活

動
・
Ｊ
Ａ
事
業
の
活
動
基

盤
と
し
て
展
開
す
る
こ
と

が
決
議
さ
れ
た
。
同
時

に、
地
域
内
外
の
交
流
の

多
様
化
を
す
す
め、
災
害

時
に
も
相
互
支
援
と
し
て

機
能
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
へ
の
取
り
組
み

も
決
議
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
都
市
農
村
交
流

は、
新
た
な
取
り
組
み
を

進
展
さ
せ
る
段
階
に
入
っ

た
と
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
、
㈱
農
協
観

光、（一
社）
全
国
農
協
観

光
協
会
等
と
連
携
し
た
事

業
活
動
を
検
討
し
、「Ｊ
Ａ

く
ら
し
の
活
動
」
の
実
践

に
お
け
る
横
断
的
な
機
能

発
揮
が
で
き
る
取
り
組
み

が
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

設
立
４
年
目
と
な
る
今

年
度
は
、
「Ｊ
Ａ
交
流
事

業」
と
連
動
し、「
食
」
と

「
農」
を
基
軸
と
し
て
Ｊ

Ａ
事
業
を
通
じ
た
都
市
農

村
の
交
流
促
進
を
図
り、

地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

の
一
助
と
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花

巻
に
は
、
全
国
の
小
・
中

学
生
が
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
で
訪
れ、
農
家
に
泊

ま
り
、
農
業
・
農
村
体
験
、

食
文
化
や
伝
統
工
芸
体
験

さ
ら
に
は
直
売
所
で
の
販

売
体
験
等
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
地
域
の
子
ど
も

達
が
Ｊ
Ａ
横
浜
の
直
売
所

で
、
家
族
が
作
っ
た
農
産

物
や
加
工
品
を
販
売
す
る

等
の
交
流
体
験
も
実
施
し

て
い
る
。
震
災
時
に
は
姉

　　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

曜
２００
会
員
へ
幅
広
ぃ
ネ
ッ
ト
“
構
築

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で

の
事
業
の
充
実
・
強
化
と

併
せ
て
、
さ
ら
に
Ｊ
Ａ
ら

し
い
交
流
促
進
へ、
先
進

的
な
取
り
組
み
な
ど
を
紹

介
す
る
会
報
誌
の
発
行
も

開
始
し
た
。
情
報
の
収
集

・
提
供
の
強
化
に
向
け
て


